



















１ 現在タイ国カレン・バプテスト会議（TKBC：Thailand Karen Baptist Convention）
は、図１のように組織化され、上から TKBC 本部→₁₀の教区（Ｋｒ. k’wauz/ Ｔʰ. phak）
→地区（Ｔʰ. khet）→教会タオプゴ（Ｋｒ. taj of hpgof/ Ｔʰ. khristcak）となっている。
カレン語タオプゴとは、中心となる教会に会員として所属する信徒を一定数以上もつ










のアイデンティティ形成あるいは保持（池田 ₂₀₁₂、Hovermyr ₁₉₈₉, Keyes ₁₉₇₉, 
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ʰ. setthakit pho 
phiang）」が流布し、自給自足的な生活が良しとされること（田崎 ₂₀₁₀）、また北

























士 院 が 定 め た タ イ 文 字 の ロ ー マ 字 表 記 法 に 従 い、発 音 を 写 す 転 写 を 行 っ た
（Rachabanditayasathan ₁₉₉₉/₂₅₄₂）。カレン語は、タイのカトリック教会が用いるス
ゴー・カレン語のアルファベット表記法（Joseph Seguinotte ₂₀₀₇；p₁‒₁₅ Basics of 













ン・バプテスト会議（Thailand Karen Baptist Convention: 以下 TKBC）によると、
₁₈₈₂年がタイにおいてバプテスト宣教が開始された時期である（TKBC ₂₀₀₈a；





















































miv shef n’rif）あるいはスラ/スラド（牧師/按手牧師、Kr. s’raf/ s’raf dof）と称さ






















































１：チェンラーイ（Sa Lof Nof） ₁₉₄₃ ₆→₂₂ ₉₀₅→₃₃₇₇
２：メーサリアン（Muj Yoof） ₁₉₄₇ ₁₀→₂₅ ₁₁₂₅→₅₅₂₁
３：ワッジャン（Mu Hseif Hki） ₁₉₄₈ ₆→₁₂ ₉₃₅→₁₈₆₄
４：チェンマイ（Gij Mai） ₁₉₅₇ ₃→₁₉ ₃₆₀→₃₄₅₃
５：メーサー（Hsi Yof） ₁₉₆₈ ₄→資料なし ₅₁₈→資料なし
６：パーイ（Pa Pax） ₁₉₇₂ 　→₁₁ 　→₁₆₈₆
７：メーホンソーン（Maij Ho Hsau） ₁₉₉₅ ₀→₁₅ 　→₁₉₃₃
８：メーラノーイ（Moo La） ₂₀₀₂ ₀→₆ 　→₁₀₉₂
９：（Lej Hei） ₂₀₀₃ ₀→₁₃ 　→₁₇₉₁
₁₀：メーソット（Beiz S’Lei Qeif） ₂₀₀₉ ₀→₁₂ 　→₁₅₇₉




















A. Q. Van Benschoten J. R.）は、ボーケーオに一人のカレン人福音伝道師がおり、
カレンの人々の改宗の理由は悪霊への豚や鶏の供犠やケシによる貧困に飽き飽
きしたための改宗、だと記している（TBMF ₁₉₅₃）。そしてこのように山中でキ
































































































































































































































HAMP プロジェクト（Thai/ United Nations Highland Agricultural Marketing and 
Production Project）である。₁₉₅₉年にアメリカから渡タイし、以来 TKBC と連
携しながら山地の農業・養殖技術指導に当たってきた農学修士マン（Richard 
Mann）が、HAMP の相談役を務め、山地農業に桃や金時豆をもたらした
（TKBC ₂₀₀₈b；p₁₂‒₁₅, Renard ₂₀₀₁a；p₅₇‒₆₀）。マンはチェンマイのカレン・バ



























Church Aid Highland Development Project 以下 TN-HDP）」は、タイ政府からは公
共福祉局（Public Welfare Department (PWD)）と薬物取締委員会（the Office of the 
Narcotic Control Board (ONCB)）が、またノルウェー教会支援（Norwegian Church 




































































研修会名 開催場所 開催月日 モンヤ地域
の参加者数
コーヒー栽培研修会 メーカプー村 ２月７日 ₅₈人
農業スタディ・ツアー 他地域へ視察 ２月₁₂‒₁₅日 ₅₂人
農業拡大とコミュニティ開発研修会 メーカプー村 ３月₁₃日 ₆₂人
食糧生産研修会 メーカプー村 ４月₁₀日 ₆₇人
換金作物研修会 メーカプー村 ５月８日 ₄₉人







を契機に、貯蓄のための女性グループ（Ｔʰ. klum mae ban）が設立された時であ
る。₁₉₉₄年には同時に、男性のための貯蓄グループ（Ｔʰ.  klum aum sap）も設
立され、後者は主にイチゴ栽培用資金として運用されていた。当時のＭ集落を
取り巻く時代背景として、₁₉₉₁‒₉₂年には加工用イチゴ₄₆番品種の栽培がボー
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